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９月、(長月 ながつき)。例年にない異常な暑さが続いています。地球温暖化の影響が顕在化し、このま

まだと日本の環境が変わり、農林水産物などが心配です。

１．９月の行事予定

日 時 行 事 名 場 所

9月 18 日（土） 大崎市日中友好協会通常総会 14：00～ アインパルラ浦島

２．ブルーベリー狩り交流会（富谷市日中友好協会 横山）
７月９日（日）中国の留学生６名、台湾とドイツの留学生各１名、計８名の留学生を招き、８名の協会会員と共に

ブルーベリー狩り交流会を開催した。農園では、甘酸っぱいブルーベリーを頬張りながら、楽しく話をして交流を深

めた。普段集まる機会が少ない留学生同士も交流を深めている様子だった。その後、富谷の旧奥州街道を散策。民俗

資料館では、かつて地域で使われていた農具や日用品を見学したり、築１２０年の蔵をそのまま使っている店では、

店主から、地元の名士内ヶ崎作三郎と内山鑑三や魯迅との関係についての話を伺ったりした。その後、市の観光ステ

ーションで昼食を取った。

留学生からは「初めてブルーベリー狩りを経験した」「９月に帰国するので、良い思い出ができた」「富谷に初めて

来たが、賑やかな街だ」などの感想が寄せられた。会員からは「コロナでしばらく活動ができなかった。今回４年振

りにブルーベリー狩りができて楽しかった」「留学生が楽しんでいる姿を見られて、こちらの方が癒された」と感想

をもらった。

３．中国国際航空 仙台－大連・北京便運航再開記念セレモニーについて
中国国際航空 仙台－大連・北京便運航再開記念セレモニーが 7月 25 日（火）12：00～ 仙台空港で行われ、宮

城県日中友好協会より佐々木会長、水戸理事長、武智が出席しました。

この便は新型コロナの影響で運休となっていましたが、約３年５ヶ月ぶりの再会となります。

セレモニーでは、最初に川劇の変面ショーウがあり、音楽に合わせて顔の表情が変化するごとに参加者は拍手を送っ

ていました

その後、呉諒中国国際航空仙台支店長、劉宏中華人民共和国駐新潟総領事館代理総領事、村井嘉浩宮城県知事代理等

の挨拶があり、その後招待者一同壇上に登壇し、テープカット代りの伊達武将隊の勝鬨の音頭に合わせて再開を祝し

ました。

再会第一便の大連・北京からの便で４７名が来仙し、仙台－大連・北京便には１１０名が搭乗しました。これからは

毎週火・金曜日２便が利用できることになり、インバウンドで宮城への、また、仙台からの中国からの利用者が増え

ることになります。

※呉諒支店長挨拶 ※劉宏代理総領事挨拶 ※ 伊達武将隊の勝どきで、テープカット
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４．ゆかた着付け体験会(女性委員会委員長・水戸憲子)
今年の仙台七夕祭りは酷暑の続く中でしたが、雨もなく、２００万人を超える賑わいでした。８月７日、恒例の「ゆ

かた着付け体験会」を今年は利便性の高い東

京エレクトロンホール会議室で行いました。

初めての会場でしたが、女性委員会の他、応

援の役員も加わり、着付けスタッフや会場づ

くり、七夕飾りつけ等に２５人がフル回転し

て、大成功することができました。

参加された東北大や仙台大の留学生や宮

華女や家族など２９人になりました。皆さん、

それぞれ涼しげなゆかたに身を包み、うちわ

を手に、嬉しそうに町の七夕散策に繰り出し

ていきました。日本の文化に触れることに新

鮮な喜びを味わい“平和だから続けられる

七夕まつり”“日中で少し異なる祝い方を

する七夕まつり”を共有することができた

と思います。

県協会からは金井恭子副会長、横山弥生副

理事長に参加、応援もいただき、心から感謝

申し上げます。

※ 参加者一同と記念撮影

５・宮城県日中友好協会定期総会
２０２３年度定期総会を８月２６日（土）１３：３０～、東京エレクトロンホール宮城（宮城県民会館）４０１会

議室で会員４６名が参加しました。

今年の総会は、コロナ感染症も５類になり久しぶりに多くの皆様のマスク着用

なしのお顔を拝見し、佐々木謙会長の挨拶でスタートしまた。

第一部は、「日中平和友好条約締結４５周年を記念して」と題して中華人民共

和国駐新潟総領事館副総領事康暁雷（こうぎょうらい）様の日中間の現代史や宮

城と吉林省の関係を振り返りつつ、未来に向け①人的、文化的交流の大切さ②青

少年交流の強化③互恵・良好な関係の醸成等を語った。

第二部は、当協会の今年度物故者に黙祷を捧げ、ご来賓（東北地区学友会張馨

予会長・日本中国友好協会丹羽宇一郎会長・宮城県村井嘉浩知事・宮城県議会菊

地恵一議長・仙台市郡和子市長・富谷市若生裕俊市長・石巻市齋藤正美市長・安

住淳衆議院議員各氏より）のご挨拶やメッセージをご披露をさせて頂きました。

その後、司会の吉澤青年委員会事務局長と議長の茂庭仙台市日中事務局長で議

案に入り、水戸理事長・髙橋事務局長より議事の報告と提案がありました。審議

後に、会員の拍手で議案はすべて承認されました。

最後に、柿﨑副会長の閉会の挨拶で定期総会が終了しました。

懇親会は、同会館二階の東龍門で有志（３４名）による３年ぶりの笑顔の見え

る和気あいあいの楽しい懇親の場とのなりました。

佐々木謙会長挨拶

定期総会記念写真
和気あいあいの懇親会

記念講演

中国駐新潟総領事館

副総領事 康暁雷


